
生
誕
一
一
〇
年
記
念

白
川
静
『
文
字
講
話
』
に
学
ぶ

（
全
2

回
）

日
時

令
和
二
年
九
月
二
十
七
日
（日
）一
三
時
半
～
一
六
時
半

十
月

十
一
日
（日
）一
三
時
半
～
一
六
時
半

会
場

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
三
階

第
一
会
議
室
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廣
瀬
徳
蔵…

大
阪
出
身
の
衆
議
院
議
員
・
弁
護
士
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文
字
講
話
全
内
容

平
成
十
年
度

第
一
回

「
文
字
講
話
」
〔
文
字
以
前
〕

平
成
十
一
年
度

第
二
回

「
文
字
講
話
」
〔
人
体
に
関
す
る
文
字
〕

第
三
回

「
文
字
講
話
」
〔
身
分
と
職
掌
〕

第
四
回

「
文
字
講
話
」
〔
数
に
つ
い
て
〕

平
成
十
二
年
度

第
五
回

「
文
字
講
話
」
〔
自
然
と
神
話
〕

第
六
回

「
文
字
講
話
」
〔
原
始
の
宗
教
〕

第
七
回

「
文
字
講
話
」
〔
祭
祀
に
つ
い
て
〕

第
八
回

「
文
字
講
話
」
〔
国
家
と
社
会
〕

平
成
十
三
年
度

第
九
回

「
文
字
講
話
」
〔
原
始
法
に
つ
い
て
〕

第
十
回

「
文
字
講
話
」
〔
戦
争
に
つ
い
て
〕

第
十
一
回

「
文
字
講
話
」
〔
都
邑
と
道
路
〕

第
十
二
回

「
文
字
講
話
」
〔
生
活
と
医
術
〕

平
成
十
四
年
度

第
十
三
回

「
文
字
講
話
」
〔
歌
謡
と
舞
楽
〕

第
十
四
回

「
文
字
講
話
」
〔
人
の
一
生
〕

第
十
五
回

「
文
字
講
話
」
〔
思
想
に
つ
い
て
〕

第
十
六
回

「
文
字
講
話
」
〔
感
覚
〕

平
成
十
五
年
度

第
十
七
回

「
文
字
講
話
」
〔
載
書
字
説
〕

第
十
八
回

「
文
字
講
話
」
〔
文
字
の
構
造
法
〕

第
十
九
回

「
文
字
講
話
」
〔
聲
系
に
つ
い
て
〕

第
二
十
回

「
文
字
講
話
」
〔
漢
字
の
将
来
〕

平
成
十
六
年
度

第
一
回

「
新
文
字
講
話
」
〔
甲
骨
文
に
つ
い
て
〕

第
二
回

「
新
文
字
講
話
」
〔
金
文
に
つ
い
て
１
〕

平
成
十
七
年
度

第
三
回

「
新
文
字
講
話
」
〔
金
文
に
つ
い
て
２
〕

第
四
回

「
新
文
字
講
話
」
〔
金
文
に
つ
い
て
３
〕
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第
２
回

金
文
に
つ
い
て

犠
首
方
尊

泉
屋
博
古
館
（京
都
）蔵
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殷
と
日
本
古
代
王
朝
と
の
近
似
性

①

占
い
の
方
法

②

玉
・子
安
貝
の
価
値
付
け

③

王
権
の
継
承
（近
親
婚
に
よ
る
継
統
）

④

職
能
的
部
族
の
組
織
化

⑤

文
身
（入
れ
墨
）の
習
俗

⑥

青
銅
器
文
化
と
銅
鐸
文
化
（埋
蔵
に
よ
る
呪
詛
）2020/10/11 6



貞
人…

卜
辞
な
ど
占
い
に
関
す
る
こ
と
に
従
事
す
る
職
能
者
。

☆ ☆☆
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婦
好
墓
の
発
見
（１
９
７
６
）婦
好
は
第
二
十
二
代
武
丁
の
配
偶
者
（妣
癸
・妣
戊
・妣
辛
）の
う
ち
妣
辛
の
こ
と
。

婦
好
墓
は
二
層
か
ら
な
り
、
上
層
に
妣
辛
墓
が
あ
っ
た
た
め
下
層
は
盗
掘
を
免
れ
る
。
「妣
辛
」は
婦
好
の
諱
・廟
号
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寧
郷
市
黄
材
鎮
附
近戈卣（商後期）

泉屋博物館蔵
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※

窖
蔵
（こ
う
ぞ
う
）と
は
穴
蔵
（あ
な
ぐ
ら
）
の
こ
と
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湖
南
省
寧
郷
出
土
青
銅
器

鐃ど
う
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（ばんちもん）

（せっきょくもん）

青
銅
器
の
様
々
な
文
様

１
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青
銅
器
の
様
々
な
文
様

２
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中
国
神
話
の
怪
物
。
体
は
牛
か
羊
で
、
曲
が
っ
た
角
、
虎
の
牙
、
人
の

爪
、
人
の
顔
な
ど
を
持
つ
。
の
「饕
」は
財
産
を
貪
る
、
「餮
」は
食
物

を
貪
る
の
意
で
あ
る
。
何
で
も
食
べ
る
猛
獣
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら

転
じ
て
、
魔
を
喰
ら
う
、
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
、
後
代
に
は
魔
除
け

の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

饕
餮
文
（と
う
て
つ
も
ん
）

於
菟
（お
と
）…

楚
国
の
方
言
で
虎
の
こ
と

於
は
鳥
の
死
骸
、
菟
は
根
無
し
葛
で
あ
る
。

単
に
「お
と
」の
音
に
同
音
の
字
を
充
て
た

も
の
。

呂
氏
春
秋

戦
国
時
代
末
に
秦
の
宰
相
呂
不
韋
が
集
め
た
食
客
に
編
集
さ
せ
た

書
物
。
儒
家
、
道
家
は
じ
め
諸
派
の
説
を
幅
広
く
載
せ
る
。

《
呂
氏
春
秋·

先
識
》
：
「
周
鼎
著
饕
餮
、
有
首
無
身
、
食
人
未
咽
、

害
及
其
身
、
以
言
報
更
也
。
」

《
左
傳·

文
公
十
八
年
》
：
「
縉
雲
氏
有
不
才
之
子
、
貪
於
飲
食
、
冒

於
貨
賄
。
侵
欲
崇
侈
、
不
可
盈
厭
；
聚
斂
積
實
、
不
知
紀
極
。
不
分

孤
寡
、
不
恤
窮
匱
。
天
下
之
民
以
比
三
凶
、
謂
之
饕
餮
。
」
（
注
：貪

財
為
饕
、
貪
食
為
餮
。
）

春
秋
左
氏
伝

『春
秋
』の
注
釈
書
で
春
秋
三
伝
の
一
つ
。

魯
の
左
丘
明
著
と
つ
た
え
ら
れ
る
。
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苗
族
（び
ょ
う
ぞ
く
）

殷
代
の
甲
骨
に
は
南
人
と
し
て
い
る
。

中
国
少
数
民
族
で
四
番
目
に
多
く
、
山

間
盆
地
や
斜
面
に
集
落
を
営
む
山
地
民

で
あ
る
。
ミ
ャ
オ
（苗
）族
の
名
称
で
知
ら

れ
る
が
、
漢
族
か
ら
の
蔑
称
で
あ
る
。
湖

南
省
居
住
者
は
コ
ー
シ
ョ
ン
と
称
す
。
酔

南
※

「南
」は
苗
族
が
使
っ
て
い
た
釣
鐘
式
の
楽
器

銅
鼓

な
ん
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武
陵
山
脈

中
国
中
部
に
位
置
す
る
山
脈
。
重
慶
市
と
東
貴
州
省

か
ら
西
湖
南
省
に
か
け
て
広
が
る
。

苗
族
系
渓
族
の
自

治
区
に
な
っ
て
い
る
。

苗族の集落

寧
郷

広
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羌
族
（き
ょ
う
ぞ
く
）

チ
ャ
ン
（羌
）族
。
中
国
少
数
民
族
の
一
つ
。
主
に
四
川
省
ア
バ
・
チ
ベ
ッ
ト
族

チ
ャ
ン
族
自
治
州
内
の
茂
（マ
オ
）県
に

居
住
。
お
も
に
農
業
に
従
事
し
、
牧
畜
業

も
兼
ね
る
。
特
に
井
戸
掘
り
と
石
造

建
築
物
の
構
造
技
術
に
長
じ
る
。
ま
た
、

原
始
宗
教
で
あ
る
精
霊
・多
神
崇
拝

（ア
ニ
ミ
ズ
ム
）を
信
仰
し
て
い
る
。
さ
ら

に
羌
人
は
歴
史
的
に
漢
族
や
チ
ベ
ッ
ト
族

と
雑
居
し
、
接
触
を
重
ね
て
き
た
。
古
代

の
羌
人
の
中
で
最
大
勢
力
を
誇
っ
た

タ
ン
グ
ー
ト
族
は
、
西
夏
を
建
国
し

独
自
の
文
字
と
し
て
西
夏
文
字
を
創
成
、

15
02
年
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。

弁
髪
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羌
族
の
犠
牲
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九
嶷
山

古
代
の
帝
王
、
舜
が
葬
ら
れ
て
い
る

湖
南
省
永
州
市
寧
遠
県

き
ゅ
う
ぎ
さ
ん
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武陵山脈

三
星
堆
遺
跡

●

三
星
堆
遺
跡
の
位
置

成
都

●
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三
星
堆
遺
跡
（さ
ん
せ
い
た
い
い
せ
き
）

長
江
文
明
に
属
す
る
古
代
中
国
の
遺
跡
の
一
つ
。
一
九
八
六
年
に
中
国

の
四
川
省
徳
陽
市
広
漢
市
の
三
星
堆
で
発
見
。
そ
の
文
化
は
、
約
五
千

年
前
か
ら
約
三
千
年
前
頃
に
栄
え
た
古
蜀
文
化
の
も
の
で
あ
る
。
三
星

堆
遺
跡
か
ら
は
異
様
な
造
形
が
特
徴
な
青
銅
製
の
仮
面
や
巨
大
な
人

物
像
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
三
星
堆
の
遺
跡
お
よ
び
文
物
の
発
見
は

三
、
四
千
年
前
の
中
国
の
長
江
文
明
の
古
蜀
王
国
の
存
在
と
中
華
文
明

起
源
の
多
元
性
を
示
す
。

蚕
叢
（さ
ん
そ
う
）

古
代
の
蜀
に
あ
っ
た
古
蜀
を
建
国
し
た
と
さ
れ
る
人
物
。
目
が
縦
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、

縦
目
仮
面
の
発
見
で
古
蜀
の
存
在
が
証
明
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
当
初
は
蜀
侯
で
あ
っ
た
が
、
周

王
が
衰
退
し
て
最
初
に
王
を
名
乗
っ
た
。
古
蜀
は
秦
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
。

魚
鳧
（ぎ
ょ
ふ
）

古
蜀
第
3
代
君
主
と
さ
れ
る
人
物
。
「蚕
叢
・柏
灌
（は
く
か
ん
）・魚
鳧
」の
3
代
は
そ
れ
ぞ
れ

個
別
の
王
朝
を
構
成
し
た
部
族
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
蜀
の
地
で
養
蚕
・農
業
・漁
業
を

行
っ
て
い
た
部
族
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
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噫
吁
戲
（あ
あ
）
危
ふ
き
か
な
高
い
哉

蜀
道
の
難
き
こ
と
青
天
に
上
る
よ
り
も
難
し

蚕
叢
と
魚
鳧
（ぎ
ょ
ふ
）と

開
國

何
ぞ
茫
然
た
る

爾
來

四
萬
八
千
歳

秦
塞
（し
ん
さ
い
）と
人
煙
（じ
ん
え
ん
）を
通
ぜ
ず

西
の
か
た
太
白
に
當
り
て
鳥
道
有
り

何
を
以
て
か
峨
眉
（が
び
）の
頂
（い
た
だ
き
）を
橫
絶
（お
う
ぜ
つ
）せ
ん

地
崩
れ
山
摧
（く
だ
）け
て
壯
士
死
す

然
る
後

天
梯
（て
ん
て
い
）
石
棧
（せ
き
さ
ん
）
方
（は
じ
）め
て
鉤
連
（こ
う
れ
ん
）す

上
に
は
六
竜
回
日
（り
く
り
ゅ
う
か
い
じ
つ
）の
高
標
（こ
う
ひ
ょ
う
）有
り
。

下
に
は
衝
波
逆
折
（し
ょ
う
は
げ
き
せ
つ
）の
回
川
（か
い
せ
ん
）有
り

黄
鶴
（こ
う
か
く
）の
飛
ぶ
こ
と

尚
（な
）お
得
ず

猿
猱
（え
ん
ど
う
）
度
（わ
た
）ら
ん
と
欲
し
て

攀
援
（は
ん
え
ん
）を
愁
う

… 李
白
「蜀
道
難
」

長
安
か
ら
蜀
に
到
る
道
の
り
が
困
難
な
こ
と
を
歌
う
。
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蜀
道
の
険
（し
ょ
く
ど
う
の
け
ん
）

戦
国
時
代
、
秦
の
恵
文
王
が
蜀
王
を
騙
し
て
敷
か
せ
た
と
さ
れ
る
道
。

蜀
道
と
は
漢
中
か
ら
成
都
へ
の
桟
道
の
事
を
指
す
。
李
白
が
「蜀
道
の
難

は
、
青
天
に
上
る
よ
り
も
難
し
」と
歌
っ
た
ほ
ど
の
難
所
で
あ
っ
た
。
中

で
も
、
垂
直
に
切
り
立
っ
た
岩
肌
に
取
り
付
く
蜀
の
桟
道
は
、
現
在
は

観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
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箱
根
八
里

詩
：
鳥
居
忱

曲
：
瀧
廉
太
郎

箱
根
の
山
は

天
下
の
険

函
谷
関
も
物
な
ら
ず

万
丈
の
山
、
千
仞
の
谷

前
に
聳
え
後
方
（し
り
へ
）に
さ
さ
ふ

雲
は
山
を
め
ぐ
り

霧
は
谷
を
と
ざ
す

昼
猶
闇
（く
ら
）き
杉
の
並
木

羊
腸
の
小
径
（せ
う
け
い
）は
苔
滑
（な
め
ら
）か

一
夫
関
（い
っ
ぷ
か
ん
）に
当
た
る
や
、
万
夫
も
開
く
な
し

天
下
に
旅
す
る
剛
毅
の
武
士
（も
の
の
ふ
）

大
刀
腰
に
足
駄
が
け

八
里
の
岩
ね
踏
み
鳴
ら
す

斯
く
こ
そ
あ
り
し
か
往
時
の
武
士

李
白
「
蜀
道
難
」
に
は

一
夫

関
（か
ん
）に
当
れ
ば

万
人
（ば
ん
に
ん
）も
開
く

莫
（な
）し

と
あ
る
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孤
竹
と
オ
ル
ド
ス
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島
根
県
神
庭
（か
ん
ば
）
西
谷
（さ
い
だ
に
）
発
掘
現
場

手
前
に
銅
鐸
６
、
矛
１
６
。
土
嚢
が
積
ん
で
あ
る
斜
面
に
は
銅
剣
３
５
８
が
出
土
し
た

神
な
が
ら
、
神
さ
び
い
ま
す

（万
葉
集

巻
五

山
上
憶
良
）

意
味
：

神
と
し
て
祭
ら
れ
た
魂
が
宿
る

可
既
麻
久
波
阿
夜
尓
可
斯
故
斯
多
良
志
比
■(

口+

羊) 

可
尾
能
弥
許
等
可
良
久
尓

遠
武
氣
多
比
良
宜
弖
弥
許
々
呂
遠
斯
豆
迷
多
麻
布
等
伊
刀
良
斯
弖
伊
波
比
多
麻

比
斯
麻
多
麻
奈
須
布
多
都
能
伊
斯
乎
世
人
尓
斯
ｎ
斯
多
麻
比
弖
余
呂
豆
余
尓
伊

比
都
具
可
祢
等
和
多
能
曽
許
意
枳
都
布
可
延
乃
宇
奈
可
美
乃
故
布
乃
波
良
尓
美

弖
豆
可
良
意
可
志
多
麻
比
弖
可
武
奈
何
良
可
武
佐
備
伊
麻
須
久
志
美
多
麻
伊
麻

能
遠
都
豆
尓
多
布
刀
伎
呂
可
■(

人
偏+

舞)

か
け
ま
く
は
、
あ
や
に
畏(

か
し
こ
し)

し
、
足
日
女(

た
ら
し
ひ
め)

、
神
の
命(

み
こ
と)

、

韓
国(

か
ら
く
に)

を
、
向
け
平
ら
げ
て
、
御
心(

み
こ
こ
ろ)

を
鎮
め
た
ま
ふ
と
、
い
取
ら

し
て
、
斎(

い
は)

ひ
た
ま
ひ
し
、
真
玉(

ま
た
ま)

な
す
、
二
つ
の
石
を
、
世
の
人
に
、
示
し

た
ま
ひ
て
、
万
代(

よ
ろ
づ
よ)

に
、
言
ひ
継
ぐ
か
ね
と
、
海(

わ
た)

の
底
、
沖
つ
深
江(

ふ
か

え)

の
、
海
上(

う
な
か
み)

の
、
子
負(

こ
ふ)

の
原
に
、
御
手(

み
た)

づ
か
ら
、
置
か
し
た
ま

ひ
て
、
神
な
が
ら
、
神
さ
び
い
ま
す
、
奇(

く)

し
御
魂(

み
た
ま)

、
今
の
を
つ
づ
に
、
貴(

た

ふ
と)

き
ろ
か
む
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暦
（い
さ
お
し
）は
軍
の
功
績

蔑
暦
（べ
つ
れ
き
）は
軍
の

功
績
を
表
彰
す
る
こ
と

氏
族
図
象

「子
」は
王
子
の
象
。
こ
の
図
象
は
殷
の
王
族
に
使
う
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售
（し
ゅ
う
・報
わ
れ
る
意
）か
も
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子
安
貝

造
促

「貝
」の
金
文
例



小
子

卣
（し
ょ
う
し
ほ
う
ゆ
う
）

字
の
比
定
が
難
し
く
収
蔵
す
る
白
鶴
美
術
館
で
は

四
弁
花
文
帯
卣
（し
べ
ん
か
も
ん
た
い
ゆ
う
）と
称
す

蓋
裏
（４
行
計
４
４
字
）、
身
内
底
（図
象
記
号
と
２
字
）の
銘
文
に
よ

れ
ば
、
殷
王
族
の
一
人
で
あ
る
小
子

（ほ
う
）が
上
位
の
王
子
か
ら

命
ぜ
ら
れ
た
職
務
を
無
事
遂
行
達
成
し
、
そ
の
褒
美
と
し
て
貝
二
朋

（二
綴
り
の
子
安
貝
）を
賜
与
さ
れ
、
そ
の
光
栄
を
記
念
し
て
母
親
の

辛
（十
干
名
の
一
つ
）を
祀
る
た
め
に
制
作
し
た
器
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
そ
れ
は
殷
王
朝
最
後
の
王
、
帝
辛
（酒
池
肉
林
・炮
烙
の
刑
の

故
事
で
悪
名
高
い
紂
王
）の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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恊
（
ほ
う
）

夂
（ち
）＋
恪
（ほ
う
）
。
恪
は
木
の
秀
（
ほ
）
つ
枝
。
鉾
杉
の
形
。

そ
こ
に
神
が
下
降
す
る
象
。

癈
に
比
定
す
る
字
の
問
題

（活
字
化
）

文
字
講
話
の
資
料
は
「

」

中
国
法
書
選
で
は
「

」

①
下
部
が
「酉
」で
な
い
の
は
明
ら
か

②
「恊
」は
神
の
光
臨
を
示
す
点
を
含
む

の
で
水
を
加
え
る
必
要
な
し

③
「盟
」の
字
例
に
「脂
」（け
い
）部
を
同
形

に
す
る
も
の
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

と
す
る
の
が
正
し
い
。

※

「殷
周
金
文
集
成
」が
こ
れ
に
従
う

ちょっと
寄り道

ほ
う
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女

戈

山
の
崖

軍
門
（後
の

鳥
居
）

両
禾
軍
門

表
彰
す
る
内
容
を
記
し
た

祝
詞
を
器
（サ
イ
）に
収
め

た
状
態

い

長
者
に
対
し
て
は
、
「唯
し
て
諾
せ
ず
」と
い
う
よ
う
に
、

行
儀
の
良
い
返
事
の
仕
方
は
「唯
」で
、
隹
は
も
と
の
字
。

鳥
占
い
に
よ
っ
て
神
の
仰
せ
ご
と
を
謹
ん
で
承
っ
た
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寽
は
爰
の
字
形
に
近
く
、
ま
た
、
鍰
（か
ん
）に
通
じ
、

重
さ
の
単
位
を
表
す
寽
は
本
来
、
（
り
つ
）の
音

し
ょ
う
ゆ
う

殷
末
の
金
文

柔
軟
性
と
完
成
度
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商
卣

西
周

青
銅

全
高
38.

6
㎝･

口
径
16.

7×

13.

2
㎝･

腹
深
20.

6
㎝･

重
量
8.

2
㎏

陝
西
省
岐
山
県
京
当
郷
賀
家
村
出
土(

19
76
年)

宝
鶏
市
周
原
博
物
館
蔵

卣
は
酒
を
入
れ
た
容
器
で
あ
る
。

こ
の
卣
は
商
と
い
う
人
が
作
っ
た

も
の
で
あ
る
。
器
体
は
楕
円
形
を
し
、
蓋
の
鈕
は
花
の
蕾
状
を
呈
し
て

い
る
。
全
体
に
五
種
類
の
動
物
文
を
飾
る
。
腹
部
は
大
饕
餮
文
で
飾
り
、

丸
い
目
と
巻
い
た
角
を
も
ち
鬼
々
迫
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
他
は
形
の

違
う
龍
、
夔
、
犠
首
な
ど
で
あ
る
。
器
体
の
四
面
に
は
透
彫
り
の
稜
飾

を
付
け
見
る
か
ら
に
ど
っ
し
り
と
落
着
き
美
し
い
。
文
様
が
シ
ャ
ー
プ
に

鋳
出
さ
れ
た
優
品
で
あ
る
。
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帝
辛
（紂
王
）時
代
の
金
文

文
字
が
柔
軟
、
成
熟
度
が
高
い
。

己
亥
、
、
見
事
于
彭
、
車
叔
、
賞

馬
。
用
作
父
庚

彝
。

己
亥
、
、
彭
に
見
事
す
、
車
叔
、
に
馬
を
賞
す
。

見
事
と
は
朝
見
の
こ
と

用
て
父
庚
の

彝
を
作
る
。

（か
）は
戈
を
奉
じ
る
形
。
丮
（け
き
）は
両
手
で
奉
じ
る
象
。

父
＋
（十
干
）
は
殷
式
の
廟
号

※

（か
）と
し
て
い
る
字
は
、

「揚
」が
正
し
い
。

下
の
同
組
鼎
銘
と
比
較

「揚
」は
玉
を
高
く
奉
ず
る
形

揚
鼎
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周
初
の
金
文

骨
太
で
雄
健

※

建
国
の
気
象
を
感
じ
さ
せ
る

一
と
月
が
近
い
と
き
は
、
月
の
上
画
を
一
と
み
な
し

二
月
と
な
る
（合
文
）が
、
一
月
と
解
す
研
究
者
も
い
る

「麦
」を
二
度

繰
り
返
す

麦
方
鼎

浙
江
省
博
物
館
蔵
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殷
周
革
命
（甲
子
革
命
）

牧
野
の
戦
い
（紀
元
前
10
46
年

他
説
あ
り
）

周
軍
と
殷
軍
は
殷
の
首
都
の
朝
歌
に
近
い
牧
野
で
決
戦
に
臨
ん
だ
。
殷
軍
は
数
の

上
で
は
遥
か
に
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
は
戦
場
に
て
不
吉
を
祓
う
た
め
の
神
官

を
含
ん
で
い
る
う
え
に
、
殷
に
服
属
し
て
い
る
小
諸
国
の
軍
や
、
奴
隷
兵
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
。
彼
ら
も
暴
虐
な
帝
辛
の
支
配
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
の
で
、
呂
尚
の

も
と
で
先
進
化
さ
れ
た
周
軍
の
攻
勢
を
み
る
や
矛
先
を
変
え
て
襲
い
掛
か
り
、
殷

軍
は
壊
滅
し
た
。
周
軍
は
帝
辛
を
追
っ
て
朝
歌
ま
で
攻
め
入
り
、
帝
辛
は
王
宮
に
火

を
放
っ
て
死
ん
だ
。
姫
発
（武
王
）
は
帝
辛
の
遺
体
に
三
本
の
矢
を
放
っ
て
か
ら
鉞
で

首
を
落
と
し
た
と
い
う
。
『尚
書
』
牧
誓
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
の
干
支
は
甲
子
で
あ
る

と
記
さ
れ
、
出
土
し
た
青
銅
器
銘
文
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
し

※

白
川
説

10
88
年

「珷
」で
は
玉
と
武
と
な
る
の
で
、

「武
」と
「王
」の
合
文
と
み
る
べ
き
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利
弦
（
簋
）

利
簋
の
内
側
の
底
に
32
字
の
銘
文
が
あ
り
、
周
の
武
王
が
商
を
征
討
し
、
甲
子
の
日

の
午
前
商
王
の
軍
隊
を
撃
ち
破
っ
た
史
実
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
文
字
「珷
」

は
「武
王
」の
合
文
で
す
。

こ
の
銘
文
は
、
『尚
書
』牧
誓
な
ど
に
、
周
の
武
王
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
の
が
「甲
子
の

朝
」で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
と
合
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、"

牧
野
の
戦"

と
呼

ば
れ
る
殷
周
革
命
の
勝
利
を
予
言
す
る
も
の
と
し
て
、
史
料
的
に
も
重
要
で
す
。

書
体
は
、
殷
の
遺
風
を
継
承
し
、
雄
健
で
し
か
も
雅
致
が
あ
り
、
西
周
初
期
金
文
の

傑
作
と
い
え
ま
す
。

陝
西
省
臨
潼
県
出
土

高
さ
28
㎝
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佶
望

「
隹
れ
十
又
九
祀
五
月
戊
子
」

↓

（成
）王
の
十
九
年
、
五
月
戊
子
の
日

望
土…

周
初
の
器

作
冊…

官
名

臣…

異
族
犠
牲
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折
觥
（作
冊
折
觥
）

せ
っ
こ
う
觥

正
式
に
は
兕
觥
（じ
こ
う
）と
い
う
中
国
古
代
の
酒
器
。
西
周

王
朝
の
史
官
折
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
方
形
の
蓋
の
先
端

は
羊
の
首
と
な
り
、
曲
っ
た
角
と
丸
く
脹
ら
む
大
き
な
目
、

剥
き
出
し
た
牙
、
大
き
な
鼻
が
あ
る
。
後
端
部
は
獣
面
に
な

り
、
大
き
な
目
と
横
一
文
字
に
開
い
た
口
、
眉
は
夔
龍
紋

（き
り
り
ゅ
う
も
ん
）に
な
っ
て
い
る
。
蓋
の
背
中
央
部
に
は

形
の
異
な
る
二
つ
の
獣
首
が
並
び
、
両
側
を
一
対
の
顧
首

巻
尾
の
夔
龍
が
飾
っ
て
い
る
。
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干
支

十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
六
十
通
り
（
十
と
十
二
の
最
小
公
倍
数
）

十
干
は
「甲
・乙
・丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
」
に
五
行
の
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」

を
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
兄(

え)

（陽
）
と
弟(

と)

（
陰
）
を
配
し
た
も
の
。

十
二
支
は
「子(

し)
・丑(

ち
ゅ
う)

・
寅(

い
ん)

・卯(

ぼ
う)

・辰(

し
ん)

・巳(

し)

・

午(

ご)

・未(

び)

・申(
し
ん)

・酉(

ゆ
う)

・戌(

じ
ゅ
つ)

・
亥(

が
い)

。
十
二
支
の
成
立

は
陰
陽
五
行
説
の
成
立
（春
秋
時
代
）
よ
り
古
い
。

※

成
王
の
元
年
に
つ
い
て
は
、
前
10
42
年
と
す
る
説
が
一
般
的
。

月
齢
を
示
す
月
相
（四
分
説
）

初
吉…

月
初
め
の
八
日
間

既
生
覇…

次
の
七
日
間

既
望…

次
の
七
日
間

既
死
覇…

最
後
の
八
日
間

※

満
月
の
日
が
望
（望
日
）。

成
王
と
仮
定
す
る
と…

「成
王
十
九
年
五
月
戊
子
」は

①
紀
元
前
一
〇
六
四
年

元
旦
朔…

丁
巳

（閏
月
を
考
慮
）

↓

②
五
月
戊
子→

五
月
五
日
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作

父
丁

寶

彝

鳥
形
冊
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令
彝

米
国
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵

19
29
年
、
河
南
洛
陽
馬
坡
出
土
。
成
周(

洛
邑)

で
の
官
職
任
命
の
儀
式
に

際
し
作
ら
れ
た
。
長
方
体
、
通
高
34.

1
㎝
、
寛
24.

6
㎝
。
器
身
お
よ
び
蓋
に

同
銘
文
が
あ
る
。
各
１
８
７
字
。
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膺
殷
（本
号
は
商
）

辛
（し
ん
）＋
杏
＋

。
辛
は
把
手
の
あ
る
大
き
な
辛
器
で
、
入

墨
に
用
い
る
も
の
。
刑
罰
権
を
示
す
。
杏
は
こ
れ
を
樹
て
る
台

座
の
形
。
そ
の
前
に
、
神
に
祈
る
祝
詞
の
器
（

（さ
い
））を
お

く
。
神
に
「商
（は
か
）」
る
こ
と
を
原
義
と
す
る
字
で
あ
る
。

干
（た
て
）（盾
）＋

。
周
の
国
号
に
用
い
る
字
は
、
卜
文
で
は

方
形
の
干
を
四
分
し
て
、
雕
飾
（ち
よ
う
し
よ
く
）の
点
を
加
え

た
形
、
金
文
に
至
っ
て
下
に
祝
禱
の
器
の
形
で
あ
る

（さ
い
）

を
加
え
る
。
金
文
に
「跳
玉
」（猟
玉
）、
「玄
跳
戈
」（玄
猟
戈
）

の
よ
う
に
用
い
、
跳
は
猟
・雕
の
初
文
。
そ
の
雕
飾
の
稠
密
（ち

ゆ
う
み
つ
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
舗
（し
ゆ
う
そ
う
）の
意
〔遍

く
す
る
〕
と
な
る
。
そ
の
雕
盾
（ち
よ
う
と
ん
）が
お
そ
ら
く
周

族
の
元
号
的
な
聖
器
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
器
に
祈
っ
て
行

動
し
た
の
で
、
周
が
そ
の
国
号
、
王
朝
の
号
と
な
っ
た
。

孔
子周

公
を
理
想
と
し
て
い
た

「甚
だ
し
い
か
な
、
吾
が
衰
へ
た

る
こ
と
。
久
し
い
か
な
、
吾
れ

復
た
夢
に
周
公
を
見
ず
。
」

[

論
語]

述
而
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ヤオトン 中国・陝西省乾県

祝
詞
を
入
れ
る
器

塀

お
堂

サ
イ
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玉
冠

天
の
羽
衣
（霊
衣
）・御
衾
（お
ぶ
す
ま
）

持
統
天
皇

“春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
袴
（し
ろ
た
へ
）の

衣
ほ
す
て
ふ
天
香
具
山
”

↓

天
上
界
の
霊
力
を
身
に
ま
と
う
衣

↓王
権
の
象
徴

近
世
の
大
嘗
宮
復
元
図

人
に
霊
衣
を
添
え
て
い
る
姿

袖
口

前
身
ご
ろ
掛
け
合
わ
せ

人

衣
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良
渚
文
化
（り
ょ
う
し
ょ
ぶ
ん
か
）

長
江
文
明
の
一
文
化
。B.C

.

35
00
頃
～

B
.C

.

22
00
年
頃.

19
36
年
、
浙
江
省
杭

州
市
良
渚
で
発
掘
さ
れ
た
。
玉
器
の
精

緻
な
加
工
技
術
が
特
徴
。

大
汶
口
文
化
（だ
い
ぶ
ん
こ
う
ぶ
ん
か
）

中
国
山
東
省
を
中
心
にB

.C
.

41
00
年

頃
～B
.C

.

26
00
年
頃
に
か
け
て
存
在
し

た
新
石
器
時
代
後
期
の
文
化
。
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職
掌
的
図
象
の
場
合

本
来
は
祭
祀
に
用
い
る
犠
牲
の
飼
育
を
掌
る
職
掌
（部
族
）

↓

祭
祀
・儀
礼
関
係
の
書
記
官
に
相
当
す
る
役
（作
冊
）に
変
化
す
る

尚
書
（し
ょ
う
し
ょ
）

五
経
の
一
で
あ
る
『書
経
』の
古
名
。
伝
説
の
聖
人
で
あ
る
堯
・舜

か
ら
夏
・殷
・周
王
朝
ま
で
の
天
子
や
諸
侯
の
政
治
上
の
心
構
え
や

訓
戒
・戦
い
に
臨
ん
で
の
檄
文
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
周
代
の

部
分
は
「周
書
」
と
呼
ば
れ
る
。

周
書
五
誥

※

「誥
」（こ
う
）は
、
告
げ
る
、
教
え
、
王
の
言
葉
の
意

①
王
が
諸
侯
や
家
臣
に
対
し
て
周
に
対
す
る
反
乱
を
討
伐
す
る
決
意
を
述
べ
た
も
の
（
大
誥
）

②
成
王
が
殷
（
商
）
の
末
裔
で
あ
る
康
叔
を
領
地
に
封
ず
る
と
き
の
訓
戒
（
康
誥
）

③
成
王
（
実
際
は
周
公
旦
）が
康
叔
に
告
げ
た
飲
酒
に
関
す
る
訓
戒
（酒
誥
）

④
成
王
が
洛
邑
に
も
都
を
置
く
際
に
周
公
が
成
王
を
戒
め
た
言
葉
（召
誥
）

⑤
成
王
が
周
公
に
対
し
洛
邑
に
留
ま
っ
て
治
め
る
よ
う
に
命
じ
た
際
の
二
人
の
問
答
（洛
誥
）
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大
盂
鼎

冋
（絅
）衣…

う
す
ぎ
ぬ

員
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大
盂
鼎

中
国
国
家
博
物
館
蔵

清
朝
道
光(

一
八
二
一
〜
五
〇)

の
初
め
に
陵
西
省
都
縣
禮
村
よ
り
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
戦
時
中
は
埋
蔵
し
て
戦
火
を
避
け
た
と
も
言
わ
れ
る
。
高
さ
一
〇
〇
・八
㎝
、
重
量
一

五
三
・五
㎏
、
口
径
七
八
・三
㎝
の
鼎
で
、
そ
の
威
風
堂
々
と
し
た
様
子
は
い
か
に
も
周
王
朝

の
権
力
の
絶
大
さ
と
、
国
の
安
泰
を
象
徴
し
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
そ
の
姿
以
外
に
、
銘
文

の
内
容
か
ら
も
そ
の
様
子
が
読
み
取
れ
る
た
め
、
西
周
王
朝
の
歴
史
研
究
に
は
な
く
て
は
な

ら
ぬ
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
銘
文
中
に
は
、
康
王
の
言
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
王
自

身
の
思
想
や
、
周
国
建
立
以
来
の
精
神
も
理
解
で
き
、
ま
た
殷
国
滅
亡
の
様
子
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
盂
鼎
出
土
地
が
政
治
の
中
心
地
で
あ
る
が
故
に
、
当
時
の
使
用
言
語
に
つ

い
て
も
理
解
可
能
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
盂
鼎
銘
文
に
は
、
同
年
代

頃
で
他
地
域
出
土
の
銘
文
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
と
は
違
う
も
の
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
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冋
（絅
）衣…

う
す
ぎ
ぬ
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殷人が酒に溺れ、政が乱れたことを述べる
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畚
（ふ
ご
）

后
稷
（こ
う
し
ょ
く
）

伝
説
上
の
周
王
朝
の
姫
姓
の
祖
先
。
中
国
の
農
業
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
姓
は
姫
、
諱
は
弃
（
棄
）

手

新
生
児

水
（川
）

逆
子

網
で
掬
う

棄
（き
）

周
の
始
祖
で
あ
る

后
稷
（こ
う
し
ょ
く
）の
諱

神
話
な
き
王
朝―

 

周
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人
の
頭
を
強
調
し
た
形

頭
を
天
（顚
）と
い
う

対応する概念

神
を
祀
る
と
き
の
祭
卓
の
形
。

示
は
一
脚
の
小
さ
な
祭
卓
の

形
。
帝
は
そ
の
下
部
を
交
脚

と
し
、
そ
の
交
叉
部
を
締
め

て
安
定
し
た
も
の
。
人
格
性

を
も
っ
た
神
。

地
方
巡
遊
に
行
く
意
の
彳
と
省
と

心
か
ら
な
る
。
心
は
後
に
加
わ
る
。

眉
の
上
に
入
れ
墨
な
ど
呪
飾
を

加
え
、
目
の
霊
力
を
高
め
る
。

徳
は
自
ら
養
っ
て
、
天
が
そ
の
価
値
を

認
め
た
う
え
に
そ
の
人
に
与
え
る
も
の
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旋
頭
歌

『古
事
記
』で
は
伊
須
氣
余
理
比
賣
（
い
す
け
よ
り
ひ
め
）
と
イ
ワ
レ

ビ
コ
ノ
命
（後
の
神
武
天
皇
）の
使
い
で
来
て
い
た
大
久
米
命
（お
ほ

く
め
の
み
こ
と
）と
の
問
答
と
し
て
次
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

胡
鷰
子
鶺
鴒

千
鳥
ま
鵐
な
ど
黥
け
る
利
目

あ
め
つ
つ

ち
ど
り
ま
し
と
と

な
ど
さ
け
る
と
め

「貴
方
は
な
ぜ
、
ア
マ
ド
リ
（ア
マ
ツ
バ
メ
）、
セ
キ
レ
イ
、
チ

ド
リ
、
鵐
（シ
ト
ド
、
巫
鳥
（ホ
オ
ジ
ロ
、
ア
オ
ジ
、
ノ
ジ
コ
な

ど
の
総
称
））の
よ
う
な
鋭
い
（怖
い
）入
れ
墨
を
目
元
に
い

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
？
」

時
代
は
神
武
天
皇
の
代
、

紀
元
前
六
四
〇
年
頃

さ

※

黥
（ケ
イ
）は
「い
れ
ず
み
」の
意

媛
女
に

直
に
遇
は
む
と

我
が
黥
け
る
利
目

お
と
め
に

た
だ
に
あ
は
む
と

わ
が
さ
け
る
と
め

「お
嬢
様
に
直
接
お
会
い
し
て
、
（勅
命
を
持
っ
て
き
た
私

が
貴
女
に
失
礼
が
無
い
（好
か
れ
る
こ
と
の
な
い
）よ
う

に
）目
元
に
鋭
い
入
れ
墨
を
し
て
き
た
の
で
す
よ
。
」

大
久
米
命

伊
須
氣
余
理
比
賣
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周

天
命
を
後
ろ
盾
に
し
た
理
性
的
国
家

儒
教
的
思
想

×※

奔
（
誤
植
）

令
（れ
い
）＋
口
。
令
は
礼
帽
を
著
け
て
、
跪
い
て
神
の
啓
示
を
受
け
る
形
。

口
は
祝
詞
を
収
め
る
器
の

（さ
い
）
。
神
に
祈
っ
て
、
そ
の
啓
示
と
し
て
与
え

ら
れ
る
も
の
を
命
と
い
う
。

「神
な
が
ら
神
さ
び
在
ま
す
」
（万
葉
集
・山
上
憶
良
の
長
歌
）

（神
と
し
て
神
々
し
い
）

殷

人
格
神
帝
に
よ
る
神
権
政
治

老
荘
・道
教
的
思
想

国
家
の
形
態
（中
国
）

国
家
の
形
態
（日
本
）

律
令
制→

貴
族
政
治→
武
家
政
治→

○
単
元
的
国
家…

国
家
理
念
に
複
数
的
な
理
念
が
な
い
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